
28 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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施　策　名

基本目標名

＜施策実感度調査結果＞※26年度までは「満足度」

24年度 25年度

関係課名

施策Ｎｏ． 豊かな長寿社会の実現

主管課名 社会福祉課

平成

基本目標№ 健やかで笑顔あふれるまち

行
　
政

・趣味活動や就労事業など高齢者生きがい事業の充実を図り、社会参加の機会の確保に努めます。
・地域包括ケアシステムを推進し、高齢者が安心して在宅で暮らせるよう支援します。

（
地
域

）

そ
の
他

・地域が主体となって、地域で暮らす高齢者を支援します。

健康センター、市民課、都市計画課

施策が目指す
すがた

・高齢者が健康で生きがいをもって、積極的に地域活動に参加しています。
・高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けています。

施策の成果向上
に向けての住民
と行政との役割

分担や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・自ら要介護状態になることを予防するため、健康の保持・増進や積極的な社会参加に努めます。

0.578 0.889

＜施策重要度調査結果＞

24年度 25年度 26年度 27年度

25

28年度

26年度 27年度 28年度

0.3650.140 0.2850.155 0.144

0.682 0.8620.631

市民意識
調査結果

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） － 4,339,170

27年度実績 28年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

区　　　　　分 23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度実績

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

48,840

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 － 103,856 100,468 97,889 97,221 127,648

4,467,213 4,633,135 4,544,045 176,488

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － 60,926 58,997 59,085 49,833

57

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － 16,660 17,030 23,140 23,880 13,200

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 － 74 83 75 78

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 －

54,265

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） － 4,412,457 4,538,637 4,734,535 4,643,887 230,753

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － 73,287 71,424 101,399 99,842

施策の
トータルコスト

5,403
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 － 4,174,388 4,307,748 4,476,161 4,396,991

106,374 105,303 4,133
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円 －

参　考
１時間あたりの平均人件費 － 4,399 4,194 4,382 4,181 4,111

2,314 1,271
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　　上
円 － 99,570 103,067 108,702 107,617

効率性
指　標

市民１人あたりにおける施策の
円 － 97,917 101,445

1,654 1,622 2,328

42,706魚津市の人口（各年度12月末時点） － 44,315 44,036 43,555 43,152
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会計名

一般会計

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業①の目的（意図）

基本事業名①

【老人クラブ事業】
・老人クラブ連合会及び単位老人クラブ活動に対し、活動事業費の補助を実施しました。
・平成28年度から、単位老人クラブの登録会員数に応じた傾斜加算を細分化し、会員の確保に向けた支援を行いました。
【高齢者生きがい事業】
・平成30年度に開催される「ねんりんピック」の準備のため、魚津市での実施競技が行われている長崎県大村市への視察を行い
ました。
【就業機会確保事業】
・高齢者の就業支援を行っているシルバー人材センターへ活動補助を実施し、会員数が平成27年度末444人から平成28年度末
464人と増加しました。
【高齢者社会参加促進事業】
・高齢者趣味教室運営事業においては、平成28年度に新たな教室として園芸教室を開講しました。
・高齢者の生きがいづくり事業においては、シルバースポーツ大会、芸能大会、趣味の手作り展など、スポーツ・文化の交流の場
を設け、社会参加を促進しました。

高齢者の生きがい事業の充実により、生活機能の維持と積極的な社会参加がはかられています。

社会参加の促進

25 施　策　名 豊かな長寿社会の実現

人

％

高齢者の地域活動の延べ参加者数

老人クラブ加入率

成果指標名

28,000

35.4

単位

30.2

16,418

33

21,000

29.6

16,913

目標値（上段）及び実績値（下段）実績値

H22年度

一般会計

17,000 18,000 19,000 20,000

14,405

一般会計

一般会計

一般会計

介護保険事業特別会計

合　　計

H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ．

33

28.8

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

30 31 32

１次評価結果

老人クラブ事業 5,923,692 5,855,280 68,412 Ｂ

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

社会福祉課

福祉センター運営事業 26,851,000 26,836,028 14,972 - 社会福祉課

就業機会確保事業 8,550,000 8,550,000 0 Ａ

社会福祉課

高齢者生きがい事業 1,791,668 1,635,730 155,938 Ｂ 社会福祉課

0

0

社会福祉課

高齢者社会参加促進事業（高齢者趣味教室運営事業） 5,059,000 4,991,927 67,073 Ａ 社会福祉課

高齢者ふれあいの家運営事業 1,333,000 971,459 361,541 -

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

49,508,360 48,840,424 667,936

0
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1,527,400 Ａ 都市計画課

0

0

一般会計 高齢者向け優良賃貸住宅補助事業 7,095,000 5,567,600

77,520 - 社会福祉課

介護保険事業特別会計 サービス事業費審査手数料支払事務 110,000 86,310 23,690 - 社会福祉課

介護サービス事業特別会計 指定介護予防事業所事業 23,000,000 21,688,079 1,311,921 - 社会福祉課

介護保険事業特別会計 地域ケア会議推進事業 89,000 11,480

1,004,000 Ａ 社会福祉課

介護保険事業特別会計 配食・給食サービス事業 9,467,000 7,318,450 2,148,550 Ａ 社会福祉課

介護保険事業特別会計 生活支援体制整備事業 4,660,000 4,432,545 227,455 - 社会福祉課

介護保険事業特別会計 地域包括支援センター運営事業 33,523,000 28,996,250 4,526,750 Ａ 社会福祉課

介護保険事業特別会計 地域ケアマネジメント支援事業 75,000 61,944 13,056 - 社会福祉課

介護保険事業特別会計 家族介護者支援事業 16,677,000 13,910,229 2,766,771 Ｂ 社会福祉課

一般会計 介護施設管理事務 187,000 186,655 345 - 社会福祉課

介護保険事業特別会計 介護予防・生活支援サービス事業 46,369,000 25,497,758 20,871,242 Ａ 社会福祉課

介護保険事業特別会計 地域包括支援センター相談員設置事業 5,334,000 2,712,706 2,621,294 - 社会福祉課

2,700,000 1,531,000 1,169,000 - 社会福祉課

一般会計 敬老事業 3,637,000 3,473,873 163,127 - 社会福祉課

一般会計 老人福祉施設入所措置事務 7,437,640 4,843,290 2,594,350 - 社会福祉課

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 高齢者生活支援事業 1,783,000 1,443,148 339,852 - 社会福祉課

一般会計 在宅要介護者家族介護手当支給事業 1,710,000 1,458,000 252,000 Ｂ 社会福祉課

一般会計

医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」が構築され、高齢者が安心して在宅生活
を送っています。

【高齢者生活支援事業】
・買い物サービス支援事業を行う３地区に対して、社会福祉協議会を通じて助成し、その活動を支援しました。
【介護予防・生活支援サービス事業】
・魚津市社会福祉協議会に委託し、魚津市生活支援コーディネーター２名を配置しました。
・魚津市生活支援・介護予防サービス体制整備協議体の会議を年３回開催し、生活支援コーディネーターと行政職員で先進地視
察を行い、協議体への報告を行いました。
【地域包括支援センター運営事業】
・高齢者の各種相談窓口として、実態把握や関係機関との連絡調整を行うとともに、ネットワーク構築のための研修会・地域ケア
会議を開催しました。また、介護予防教室等の予防事業を行いました。
【家族介護者支援事業】
・在宅の家族介護者の介護負担軽減を目的に、おむつ等介護用品支給事業や徘徊探知機貸与を行いました。
　（平成28年度末：おむつ等介護用品支給対象者　412人、支給総額　13,798,639円）

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H32年度
(最終目標年度)

自立高齢者の割合 ％ 82.1 82.5 82.4
84.0 84.5

在宅で生活している人の割合 ％ 93.6 95.9 95.9
96.5 96.5

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 25 施　策　名 豊かな長寿社会の実現

地域包括ケアシステムの推進

基本事業②の目的（意図）

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名②

82.1

H31年度

83.0 83.0 83.5

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

96.0 96.0 96.5

95.9

在宅高齢者等住宅改善支援事業

介護保険事業特別会計 成年後見制度利用支援事業 1,124,000 120,000

在宅福祉推進事業 6,200,000 4,309,036 1,890,964 - 社会福祉課

一般会計

0

0

0

合　　計 171,177,640 127,648,353 43,529,287
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施 策 評 価 結 果 シ ー ト

施策Ｎｏ．

平成28年度の評
価結果（基本事
業の成果を考慮

し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①社会参加の促進】
◆減少傾向にある老人クラブの会員増に向けた活動助成を引き続き実施するとともに、地域での会員による声かけ勧誘の取組みを支援します。
◆高齢者の生きがい、社会参加の促進に向け、就業機会の確保に努めるとともに、シルバー人材センターの会員確保に向けた取組みを支援しま
す。
◆ねんりんピック富山2018開催に向けて、円滑な大会運営のため、魚津市実行委員会を設立し、関係団体等との協力体制を整えるとともに、大会
のPRに努め、気運の盛り上げを図ります。
◆高齢者福祉サービスの維持を図るため、福祉センターの機能移転について、関係機関等と協議を進めます。

【②地域包括ケアシステムの推進】
◆高齢者の在宅生活を支えるための施策を推進するため、魚津市高齢者保健福祉計画の見直しを行い、平成37年度を見据えた具体的な施策の
展開を検討します。
◆高齢者の在宅生活の安心と安全の確保に向け、在宅医療・介護連携事業の推進に向け、関係者が協議する場を設置し、協議を進めます。
◆高齢者の自立生活を支えるため、買い物サービス支援事業を継続して助成するとともに、高齢者のニーズに応じた生活支援サービスの検討を
進めます。
◆保健・医療・介護予防連携施設建設事業については、施策の優先度や財源の確保等の課題により、計画は保留となっています。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①社会参加の促進】
◆老人クラブ加入率は年々減少傾向にあり、平成28年度は28.8％になりました。黒部市、滑川市は、加入率40％台であり、近隣市よりは低い数値
となっています。単位老人クラブの数も減少しており、高齢者の地域活動の延べ参加者数も減少しています。
◆平成28年度には、単位老人クラブの会員増を目的とした取組みとして、会員数に応じた補助の加算を細分化するなど、活動援助を拡充しました
が、初年度のため成果にはつながりませんでした。
◆平成29年１月の百楽荘浴場用ボイラーの故障に伴い、入浴サービスを廃止しました。福祉センターについて、公共施設再編計画に基づく機能移
転の検討を進めました。

【②地域包括ケアシステムの推進】
◆高齢者の在宅生活を支える生活支援サービス提供に関しては、現状サービスの維持に努めました。
◆平成27年度から、３つの地区社会福祉協議会が実施している買い物支援サービス事業に継続支援支援を行いました。自立高齢者の割合、在宅
高齢者の割合（施設入所者以外）は、ここ数年横ばい傾向にあります。
◆地域包括支援センターを直営で運営し、社会福祉課内に設置しているので、予防事業や認知症対策はもとより高齢者の在宅生活に関する相談
等にも柔軟に連携して対応できています。（富山市以東での委託市町村：富山市、入善町、舟橋村）
◆平成30年度の在宅医療・介護連携事業本格実施に向け、医療関係者等を交えた他職種連携の研修会を実施し、顔の見える関係作りを進めまし
た。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成28年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①社会参加の促進】
＜老人クラブ事業＞
◆魚津市老人クラブ連合会や単位老人クラブの活動助成を行い、クラブ活動の活性化につなげました。
＜高齢者社会参加促進事業＞
◆スポーツや趣味活動、健康づくり教室といった多様な活動を展開することで、高齢者の社会参加につながりました。
＜高齢者就業機会確保事業＞
◆シルバー人材センターでは、会員確保のための広報活動を積極的に行い、平成28年３月末444人から平成29年３月末464人と20人増加しまし
た。

【②地域包括ケアシステムの推進】
＜高齢者生活支援事業＞
◆社会福祉協議会を通じて、買い物サービス支援事業を行う３地区社協へ助成を行い、高齢者の在宅支援の向上につながりました。
＜地域包括支援センター運営事業＞
◆高齢者の実態把握に努めるとともに、地区でのケース検討会28回に参加し、地域での見守り関係者との情報共有を進めたことで、連携強化につ
ながりました。
＜在宅医療・介護連携事業＞
◆他職種が参加する研修会や地域ケア会議を３回開催し、顔の見える関係作りを進めたことで、関係者の連携強化につながりました。

25 施　策　名 豊かな長寿社会の実現
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施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

部会評価
（協議結果、今後
の方針及び課題
等について記載）

◆健康寿命の延伸にとって重要な高齢者の社会参加、生きがいづくり、介護予防、交流の場の確保を積極的に進めること。
◆高齢者が安心して住み慣れた地域で暮らし続けるための地域包括ケアシステムの構築を、包括支援センターが主体となって地域や関係機関等
と連携して進めること。

◆老人クラブ活動等の活性化を図り、高齢者の社会参加、生きがいづくり、交流の場の確保を推進します。
◆高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、包括支援センターが主体となって関係機関と連携し、地域包括ケアシステムの構築を進めま
す。
◆買い物弱者支援など、高齢者のニーズに応じた支援サービスを提供します。
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